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寺林 ：宗教回帰 に つ い て

宗教回帰 に つ い て

宗教社会学の 課題

寺　林 脩

　 「
こ こ ろ の 時代 」 とい わ れなが ら、

「バ ブル 」 で 暮れ た 1980年代以前、1970年代の 半ば か ら宗
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1）

教 に対す る関心 が高 ま っ て い た
。 文 部省統計数理 研究所の 調査 結果 （

『
日本人 の 国民性』）に よ

る と、1958年か ら20年間の 日本人の 信仰や信心の 有無 （質問項 目 ：あなた は、何 か信仰 とか信

心 とか をもっ て い ますか ）の 割合 は次 の とお りで ある。「もっ て い る人 」 は 、1958年 35％、1963

年 31％、1968年 30％、1973年 25％、1978年 34％で ある 。 その 後若干減 少 し、1988年 で は 31％で

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2〕

ある。また 、NHK 世論調査部の 調査結果 （『現代 日本 人の 意識梼造 』）に よる と、1973年か ら15

年 間の 日本人の 信仰や信 心の 有無 （質問項 目 ：宗教 とか 信仰 とか に 関係する と思われ る こ とが

らで、あなたが 信 じて い る もの が あ りますか〉を、「神仏 の い ずれ か 、 ま た は両 方 を信仰 して い

る人 」 として まとめ ると、1973年51％、1978年 55％、1983年 56％、1988年 55％で ある 。 こ の 調

査 は 1973年か ら始め られた 。

　そ の 他 の 調査結果など か らも、1970年代の 半 ば を境 に、戦後続 い て い た 日本人の 脱宗教的傾

向が 、宗教的傾 向に反 転 して い る。1970年代後半 に は 1950年代の 水準 に も ど っ て い る。1980年

代末か らは宗教 的傾向に か げ りが 見 られ る が 、1970年 代 の 半ばか ら1980年代は
「宗教 ブーム 」

や
「
宗教回帰 」 と呼ばれ るにふ さわ し い 時代で ある 。 調査結果の 数字や 統計上の 数字以 上 に 、

宗教 に関す る事件や話題が マ ス コ ミをか っ て な く賑 わせ 、宗教や 精神世界に関す る書物が 数 多

く出版 され 、新 しい 宗教が数 多く続生 した り勢力を拡大 した こ とな どか ら、また、初詣、入試

合格祈願、水子供養、七 五 三、祭 り、墓参 りな どの 寺社参詣 の 隆盛ぶ りか ら、 日本人の 宗教に

対する関心 の 高さは実感で き る。

　戦後 の 欧米 、 と くに ア メ リ カ で は 1970年頃 を境 に 日 本 と同様 の 傾向が 見 られ る。宗教現象 は

社会の 政治的 ・経済的影響 を強 く受け る 。
日本 の 社会現象は ア メ リカ の それか ら数年遅れで現

れ る とい う、
一例で ある とい える。と もあれ 、脱宗教的傾 向の著 しか っ た 1960年代 の 欧米で活

発 に論議 され、日本 に お い て も
「
近代化 一や

一
宗教 と社会変動 」 を論 じる有力 なパ ラダ イム で

あっ た世 俗化 論に、1970年代以降の 宗教 的傾向は 反省を迫 る こ とに な っ た 。

　 世俗化 （secularization ）とは、近代化 に 伴 う宗教一般の社会的機能の 衰退で ある 。 戦後の 欧

米先進諸国 に お け る 、 産業化 ・都 市化 ・情報社 会 化の 急速な進展 に よ っ て 、伝統的な宗教 の 諸 々

の 社会的機能 （政治的 ・経済的 ・文 化 的 ・教 育的機能 な ど）が 後退 し、伝統的 な宗教の 社会生
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活全般 に対す る影響力が 低 下す る。また、宗教教団や 教会の 宗教活動や 信者 の 宗教行動が 不活

発 になる。しか し、こ の よ うな伝統的な宗教の 弱体化 は個 人 の 宗教意識 に直接 的に結 び つ か な

い
。 教会志向的な 「

見え る宗教」 か ら、個人の ア イデン テ ィ テ ィ を求め る
「見 えな い 宗教」 へ

と、宗教の 形態が変化 して い る。つ まり、宗教 の 内面的倫理 化 として の 個 人化 （individualization）、

ある い は私 化 （privatization）が 進行する 。

　世俗化論の 骨子は、近代化に伴 う宗教 の 社会的機能の 衰退 と並行 して 、宗教 の個 人化 ・私化

は
一般化 し、多様化 し、多元化 して い くと とらえる。世俗化論 は宗教に お い て 社会 と個人 を総

合 的に とらえるパ ラ ダイ ム で あ っ た 。 神学者の コ ッ クス （Harvey　Cox ，1929〜 ）、 宗教社会学

者の ウ ィ ル ソ ン （Bryan 　Wilson，1929〜 ）、ル ッ クマ ン （Thomas 　Luckman ，1927〜 ）、バ

ー
ガ
ー （Peter　Berger　，1929〜 ）な ど が 、代表的な世俗化論者で ある 。 彼 らの 著作 は大 い に 注

　 　 　 　 3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，
目された 。 もちろん、宗教 の 内面 的倫理 化 につ い ては 見解の 分か れ る とこ ろで ある 。

　 1970年代以 降の 欧米や 日本 にお ける、宗教意識や宗教行動の 調査結果 に見 られ る宗教 へ の 関

心 の 高 まりは、世俗化論 と合致 しな くな っ て い る 。 欧米で は、伝統的なプ ロ テ ス タ ン トを中心

とする 、 リベ ラル ・チ ャ
ーチに復興現象は見 られ な い もの の 、 ロ ーマ ・

カ トリッ ク教会や超保

守的な福音派や フ ァ ン ダメ ン タ リス トは勢力を強め 、諸 々 の カ ル トも群立 して い る 。 日本で は 、

伝統的な仏教や神道、ま た 幕末期以 降に生 まれ た新興 宗教 など に復興現象 は見 られ な い が 、 1970

年代以降に新 し く神秘 的・呪術的 な宗教や コ ミュ
ー

ン 志向的な宗教な どが数 多く生 まれて い る。

個 人生 活の 私 の 領域 に お ける宗教へ の 関心が 、強 ま っ て い るか ど うか の 判断は容易 では ない が 、

世俗化論 は近代化にお ける宗教を とらえる パ ラダ イム として 、 後 に述 べ るように 、基本的には

現代なお有効で ある と思われ る 。

　
「宗教ブ ー

ム 」 や
「
宗教回帰」 と呼ばれ る1970年代 の 半ばか ら1980年代の 日本 の 宗教現象は、

時代社会 の い か な る影響 に よるの か 。社会構造 ・経済構造 ・政治体制 などに どれ だ け還 元 で き

る の か。こ の 宗教現 象は文化や 個 人の パ ーソ ナ リティ の どの よ うな変化 に よる の か。また 、ど

の ような変化 をもた らして い るの か 。「宗教ブー
ム 」 や

「
宗教回帰」 の 社会科学的な研究 は 、世

俗化論 と の 関連で 分析 する こ とが 重要で ある 。

　 日本人は非宗教的な国民で、 7割 ない し 8割の 人々 に 本来的な意味 で の 信仰や 信心 は な い
。

教団あっ て信仰 な き 日本で ある と い う見解 が ある。他方、 日本人ほ ど多様で 重層的な宗教生活

を営ん で い る国民はな く、非常に宗教的 である と い う見解が ある 。 宗教現象 の 認 識や 宗教の 定

義の相違 に よっ て、相反す る見解が示 され る 。 こ の 小論で は、「宗教ブー
ム 」の 実態 を明 らか に

して 、「宗教回帰 」 とは い か な る意味で の
「
宗教 」 の

「
回帰」 で あるの か を考 察し、宗教現 象の

宗教社会学的な分 析枠組 を検 討 した い と思 う。

　
『現代 ロ本入 の 意識構造 』 にお ける調査結果の 分 析に よ る と、「日本人 の 宗教行動 には 、 高年

層をそ の 担 い 手 とする、既存 の 宗教 を中心 とする 自己修養的な宗教行動 と、新 しい 世代 を担 い
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　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 　　 寺林 ：宗教回帰 に つ い て

手 とする現 世利益的な宗教行動 とが 混在 して い る こ とが わか る。そして 1970年代か ら1980年代

に か けて の 宗教行動 の 変化は、主 と して 、『現世利益 的』 な もの に つ い て 生 じて い る こ とが わか

　 4）

る 」 と、述 べ て い る。

　自己修養的な宗教行 動 とは、「ふ だ んか ら礼拝、お勤め 、修行、布教 な ど宗教的 な行 い を して

い る」 、

「
お りにふ れ 、 お祈 りや お勤め をして い る」、

「聖書、経典 など宗教関係 の 本を 、 お りに

ふ れ読ん で い る」、こ れらの 選択項 目をま とめ た宗教行動 で ある 。 現世利益的な宗教行動 とは 、

「こ の
一 ・二 年 の 間に 身 の 安全や 商売繁盛、入試合格 などを祈願 しに行 っ た こ とが ある」、

「
お

守 りや お ふ だ など、魔 よけや縁起 もの を自分 の 身の まわ りに お い て い る」、

「
こ の

一 ・二 年の 間

に 、おみ くじを引 い た り、易や 占い をして もら っ た こ とが ある 」、こ れ らの 選択項 目をまとめ た

宗教行動で ある 。

　1973年か ら1978年の 5 年 間で、神仏 をは じめ として、易や 占い な どの 現 世利益的な もの を信

じる人の 割合 は全体 的に増えて い る。年 層別 に見る と、「神仏の み 」 （神仏 の い ずれか、お よび

両方）を信 じて い る人 の 割合 は、15年間通 して 若年層 は低 く、高年層に な るほ ど高 くな る。 こ

の 傾向は 1973年か ら1988年 まで 大 きな変化は な い
。 しか し 、

「
神仏 」 と

「現世利益的なもの 」 の

両方 を信 じて い る人 の 割合は、20代 の 若者で 1973年 6 ％、1978年 11％、1988年 14％に増 えて い

る 。 全体的 には 1973年 12％、1988年 13％で大 きな変化 は ない
。 また 、

「
易や 占い を信 じて い る人 」

と
「あの 世 ・来世 を信 じて い る人 」 の 割合は、20代 の 若者が最 も高 い 。 15年間の 顕著 な現象で

ある。た だ 、青年期 を過 ぎ年 をとる に したが っ て、そ の よ うな傾 向は減少する。 自己修養 的な

宗教行動は年 をとる に したが っ て 活発 にな る 。

　 「
宗教ブー

ム 」 や
「宗教 回帰 」 の 主 な要因は、『現代 日本人の 意識構造』 に よれ ば、若者の現

世 利益 的な宗教行動に ある とい える 。 若者 を多く信者 とす る新 しい 宗教 の 隆盛が 、それを裏付

けて い る 。

　幕末 以降の 新興宗教 を 「新宗教 」 と呼ぶ の に対 して、1970年代以降に生 まれ た か、ある い は

1970年代以 降に勢力 を著 しく拡大 し信者 を増や して い る宗教 を、
「
新・新宗教」 とい う呼 び方が

定着 して い る 。 ジ ャ
ーナ リス ト、室生 忠 の 『若者は な ぜ 新 ・新宗教 に 走 る の か 』 の タ イ トル が

象徴す るよ うに、と くに 1950年代 か ら 1960年代 に 生 まれ た 年代が 、か つ て な く宗教 へ の 関心 を

高めて 宗教行動 に 向か っ て い る 。 こ の 十数年来 の マ ス コ ミ、ジ ャ
ーナ ］）ズ ム 、宗教学界や社会

学界で の 関心は 高 く、い ろ い ろ な分 析が され て い る。最大公約的 に い えば、1970年代か ら1980

年 代 の 日本社会 の 変化が 、若者 に 強い 疎外感 を与えて い るか らで ある。

　 タ
ーニ ン グ ・ポ イン トで ある 1973年 の 石 油 シ ョ ッ ク に よっ て 、経済的な合理 性 を最優先 した

急速 な高度経済成長 は
一段落 し、豊か な低成長 をめ ざす 高度な消 費社会 に入 っ た

。

「
もの の 時代 」

か ら「こ こ ろ の 時 代」、経済的な能率や 効率 を求め る時代か ら精神的な充実や ゆ と りを求め る時

代に な っ た 。 しか し、青少年 を取 り巻 く環境 に は大 きな歪み が 生 じて い た 。受験競争、校内暴

力、い じめ 、非行、家庭 内暴力 、 家族崩壊などである 。 1970年代 は 二 度の 石油 シ ョ ッ クに よる
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物価高、学生運動 の 終 焉、ロ ッ キー ド事件 。 1980年代は地価 高騰 に財テ クブー
ム 、 リク ル

ー
ト

事件。両親 は仕事 とパ ー ト、子供 は塾 とフ ァ ミ コ ン
。

「こ こ ろ の 時代 」 は 本物で は なか っ た。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5）

　 1970年代の 半ばか ら1980年代 は、少年非行件数の 増加 と非行の 低年齢化が著 しい
。 10代の 非

行の 大部分 は窃盗な どの 軽 犯 罪 で あ り、15〜16歳の 義務教育年齢 の 終 り頃に非行 は 多く発 生 し

て い る 。

「
荒れ る 中学生 」は 大 きな社会問題 で あ っ た 。 そ の 世代 も20代に なる と、犯罪件数は大

幅 に減少 する 。

　非行 の 主な要因は、両 親 の 不和 や 離別に伴 う家庭 内 の 情緒的葛藤や 、学業不振 に よる
「落 ち

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6）

こ ぼ れ 」 の あ きらめ 意識 など に あ る と指摘 され て い る 。 こ の よ うな世代 の パ ーソ ナ リティに は

注 目すべ き必要が ある 。 彼 らの 青年期 に おける 自己存在の 確認や 自己の 生 の 意味 づ けに は、受

験競争 に象徴 される時代社会 の 合理化 の 犠牲 者故に か 、科学的 ・合理 的な もの に 対する反発 と、

非科学的 ・非合理的 なもの へ の 愛着が強 く見 られ る。管理化 の 進ん だ社会組織に 組み 込 まれ た

人 間の 、防衛機制の ひ とつ で ある 。

　また 、公害や 自然環境 の 破壊 など、科学技術の マ イナ ス 面か ら派生す る反科学的雰囲気に影

響を受けた の も若者が 多 く、彼 らは超科学的現象へ の 関心か ら神秘 的 ・呪術的な宗教や終末論

的 な宗教 に 共感 をよせ る 。 高度な情報社会化に よ っ て、宗教的情報の 多量の 商品化は彼 らの 関

心 を益 々 煽 っ て い る。また、1980年代の 政治状況 の 保守化 は 、 社会 的革新を求め る若者に 挫折

感 を与 える こ とにな っ た。学生運動 の 停滞が そ れ を物語 る 。

　元来、不安定 で精神的悩み を抱 えて 生 きて い る若者は、1970年代 の 半ば以 降、科学や合理 性

で 割 り切 れない もの 、情緒的で感性的 なもの 、権威的や 伝統的で な い もの を求め 、 宗教ある い

は 呪術的な もの に傾斜 して い く。 もの に は恵まれ て い るが、赤裸 々 な人 間関係の 困難 な時代社

会、それ は政治的 ・経済的 な閉塞状 況に基 因 して い る 。 高齢化 と環境悪化が確実に進行する現

代 の低成 長 時代 に は 、革命的な社会 変革や 経済成長は望 め ず、 大多数 の マ ス であ る人 々 の 将来

は ほぼ予測 され る。「 しらけ」 なが らも 「
舞い 上 が り」 た い

。 しか し、情熱 を傾け る対象の 見 い

出 しに くい 時代状況で ある の か もしれな い 。仕事、ス ポ
ー

ツ 、芸 術、芸 能、市民運動など、ど

こ で も選別 の シス テ ム が働 い てお り、「
ハ ン グ リー精神 」 は 流 行 らな い

。

　・蹴 躰 人臆 舗 造、 の ・生活の 齪 感1に よる と、若年層は 、973年か ら、988年 の 、5年

間に、「衣 食住」 の 満足感 は大幅に増 えて い る。しか し、「生 きが い 」 の 満足 感は 1978年以降減

少 して い る 。 1983年で は 、
「
生 きが い

」 の 満足感 （満 足 に 思 っ て い る人の 割合が 63％）が 、「
衣

食住 」 の 満 足感 （79％）よ りは るか に低 い
。 精神 面 と物質面の 満足感の ずれ は、若年層に お い

て 最 も大 きい 。中高年層で は 、「生 きが い 」 の 満足 感 （15年間変 わ らず、約 70％）が
「衣食住 」

の 満足感 をた えず上回 っ て い る。

　若者たっ い て は、他 の 調査結果で も類似の 傾向が見 られる。 中高年層や 男女差 にっ い ては詳

し く述 べ な い が、顕著 な傾向 を見 い 出す こ とは 困難 で あ る。と もか く、1970年代か ら1980年代

と い うの は 、 複雑な要素 が あ る けれど も、子供や若者に と っ て は豊か さ の 中に あ りな が ら厳 し
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寺 林 ：宗 教 回帰 につ い て

い 時代で あ っ た とい うこ とが で きる。

　 明治以降の 日本にお い て、「宗教ブー
ム 」 とい われる時代は幾度か ある 。 第

一
次 ブー

ム は、幕

末か ら明治維新 を経て 明治 20年代前半で ある 。 第二 次 ブー
ム は、明治40年代か ら大正 時代で あ

る 。 第三次 ブー
ム は 、 第二 次世 界 大戦後 か ら昭 和 30年代 で ある 。 第四次ブ ーム は 、 昭和 40年代

’
末か ら現代、つ まり1970年代の 半ば か ら1980年代で ある 。 第三次 ブー

ム を考慮せ ずに、現代の

「宗教ブー ム 」 を第三 次 とす る見解や 、第一次か ら第六 次 まで 分 ける見解 があ る 。

　 第一次ブー
ム は、社会体制の 大転換期 で ある 。 西欧化 と して の 近代化 を為し遂げ る た め に、

封建体制か ら資本主義体制へ 急転 回する 。 価値観 は大 き く
一変 し、政治的 ・経済的 ・社会的 ・

文化的混乱 が生 じた 。 明 治維 新期 の 身分 や 階級 、 職能など の 激変 に対する 人々 の 不安感や恐怖

感 は非常に大 きく、宗教に よる加護や安心立命 を求め るの は歴史的必然で あ る 。 中下層の 民衆

の 欲求 を的確に と らえた の は、伝統的な仏教や神道の 既成教 団で は な く、幕末期 に生 まれた黒

住教 ・金光教 ・天理教な どの
「新宗教 」 で あ っ た。

　 第二 次ブーム の 時代 は、 日清 ・日露両戦争の 勝利 に よっ て 、日本が世 界列強 に追 い つ き仲 間

入 りした 時代 で ある 、 産業資本主義 と立憲体制 の 確立 に よ っ て、近代国家の 様相 を整 え、明治

時代の 近代化 が
一

段 落する 。 時代社会 は次第 に 目標の 見 い 出 しが た い 不透明感 を醸 し、 天 皇制

とい う国家宗教 に よっ て 閉 ざされて い く。 大正 デ モ クラ シ
ー

や 大正 ロ マ ン テ ィ シズ ム は
一時の

徒花で あっ た か の ように。 こ の 時代 に生 まれ 多 くの 信者 を得 た の が、大本、霊友会、ひ との み

ち教 団 （現在 の PL 教団） などの
「
新宗教 」 で あ っ た 。

　 1970年代 の 半ば か ら1980年代の 現代 に似て 、第二 次ブ
ー

ム で は神秘 的 ・呪術的な宗教が注 目

を集め た 。 千里眼 や催眠術 な どの 超能力ブー
ム を背景 に して、大本や太霊道 も発展 して い る 。

政 治的 ・経 済的な閉塞状況 とい うこ とでは、現代の 第四次ブーム の 時代状況 と類似 して い る 。

しか し、政治的な 自由さや経済的 な豊 か さは全 く比較 にな らな い
。 第二 次ブーム は、宿命的 と

もい うべ き抑 圧感か らの 解放を求め て い る の に対 して 、第四次ブ
ー

ム は 無規制 的 ともい うべ き

欲求不満か らの 解放 を求め て い る 。 現代で は巧妙 に 管理 されて い る もの の
、 豊か さ の 病理 とも

い うべ き欲望 の 肥大化 と、大衆社会状況 にお ける孤立化に よっ て 安 らぎを失 っ て い る 。

　 従来 、

「
新宗教 」

へ の 入信の 動機 は 、生活苦 をべ 一
ス に して、そ の ため の 病気や争 い ご とに あ

る とされ て い る 。

「
新宗教」 は こ の

「
貧

・病 ・争」 か ら の 救済を約束す る 。 また 、時代社会の 激

変 に伴 う自由な雰囲気や 社会変革 へ の 情熱 を組 み込 ん だ、「世直 し」を約束す る。そ して、新 し

い 価値観に 基 づ く生活規範や信条 を提供 して 、人々 をユ
ー トピ ア的な精神共同体 と して の 教団

に引 き付けて きた 。

　 第一次ブーム と第二 次大戦後 の 第三 次 ブー
ム は、「貧 ・病 ・争 」を入信 の 動機 として 多くの 人 々

が 「新宗教 」 に入信 し 、

「
宗教ブーム 」 を形成 して きた 。 第三次 ブー

ム で は、新憲法に よる信教

の 自由の保 障に よっ て 、戦前 の よ うな宗教弾 圧 もな く、
尸
神々 の ラ ッ シ ュ ア ワ

ー
」 とい われ るほ
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ど非常に数 多くの
「
新宗教 」 が 生 まれ隆盛 した。 日本の 隅 々 で小 さな神 々 が信仰 された。 しか

し、第三 次ブー
ム の 主流 を担 っ た の は 、戦前 に 生 まれ戦後勢力 を拡大 した 、 創価学会、立 正佼

成会、生長 の 家、霊友会、 PL 教団な どの
「新宗教 」 で ある 。 こ れ らの 「新宗教 」 は、高度経

済成長期に入 る頃 に、地 方か ら都 市に 流入 した 主に若 い 勤労者 を組織化 する こ とに よっ て 、飛

躍的に 信者数 を増や し発 展 した
。 第三 次ブ ー

ム の 「新宗教 」 は、産業構造の 変化 に伴 う都市化

と 、 そ の ため の 核家族化や地域共同体 の 解体 などに よ っ て、伝統的な生活や宗教か ら切 り離 さ

れた 人 々 に、新 たな精神的支え を与える こ とに なっ た 。

　第四次ブ ー
ム を形 成 して い る

「
新 ・新宗教 」 と は、どの ような特徴が あ るの か 。 1970年代 の

初頭以降に新 し く台頭 して きた新 しい 宗教 を 「
新 ・新宗教」 と名づ けた 、宗教社会学者の 西 山

茂は、次 の ように まとめ て い る 。

　 　 　 　 　 　 s）

　1979年の 論文 で は、
「
新 ・新宗教 」 を 「終末論的な根本主義 をか か げるセ ク ト的な もの 」 （世

界基督教統一神霊教会、顕正 会、 もの み の 塔 な ど）と、「呪術色の 濃 い 神秘主義 を標榜するカ ル

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9）

ト的な もの 」 （GLA 系や真光系の 諸教団など）に分 類 して い る。 1988年の 論文 で は、「新 ・新宗

教 」 を上記の 後者 に の み適用 し、それ と特徴を共有 して い る大正 時代 の 大本や 太霊道 とを併せ

て、「霊術系新宗教 」 と呼 ん で い る 。

　 　 　 　 　 　 ユe）

　1990年の 論文 では 、「霊術 系新宗教」 だ け で はな く、もう少 し広範囲に
「新 ・新宗教 」 の 分 類

をして い る 。 e 霊交霊言型
一「

教祖や特 定の 霊能者な い し一般の 信 者が 、何 らか の 反復的な霊

術 に よ っ て 霊交また は操霊 し、それ に よ っ て霊的な メ ッ セ ージ を受 けた り、 病気治 しな どの 除

災招福をはか る。 」GLA 系や真光系の 諸教 団や、真如苑 、 幸福の 科学 などが あて は まる。口 呪

力依存型 一 「霊交や 霊言 の 追求 に重 点 が ある と い うよ りも、特定 の 人物や小 道具 が もつ とされ

る 卓抜 した 呪力を信奉 し、こ れ に 依存して除災招福 をはか ろうとす る もの で ある。」代表的な も

の に阿含 宗 、 大 山祇命神示教会 、 日本聖 道教団が ある 。 口 自力活 現型
一 「

神仏の 加護や霊能者

の 呪力の よ うな外部的な力 に頼 らず、自分 の 念 の 濁 りを清浄 に する こ と に よっ て、自己に内在

す る自然 の 力 を活か し現 わ し、健康で 希望 の あ る感謝 に 満 ちた 日 々 を送 る 。 」自然の 泉 などが あ

る 。 （四）瞑想解脱型 一 「1960年代以降の ア メ リカ で台頭 し、日本 に渡 っ て きた か、また は 日本国

内で創設され た瞑想法重視の イ ン ド系宗教が 多い ．ス トレ ス の 多い 社会的現実か らの 離脱 に よ

る安らぎを得 る。」国際 TM 協会、ラジ ニ
ー

シ瞑想セ ン タ
ー
、ク リシ ュ ナ意識国際協会、オ ウ ム

真理教 、
ニ ホ ン ・メデ ィ テ

ー
シ ョ ン セ ン ター、宗教心理学研究所 などが ある 。   共同生活型 一

「信者が外部社会か ら隔離 された 信仰共同体 の なかで生 活する とこ ろに特徴 が ある 。 カ リス マ

的教祖 の 下 で 、平等 な宗教的ユ
ー

トピ ア をめ ざ す 。 」世界 基督教統
一

神霊協会 とその 学生組織で

ある原理研 究会 、 オ ウム 真理教 、 イエ ス の 方舟などが ある 。

　第
一

次 と第三次 の ブ ー
ム を形成 した 「新宗教 」 が、「

貧 ・病 ・争」 を入信の 動機 として
「
世 直

し」 を求 め た
「
信念の 宗教 」 で あ っ た の に対 して、第四次 ブー

ム の
「
新 ・新宗教 」 は 霊術 と身
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　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 寺林
’
宗教回帰 に つ い て

体性 を強調 する
「技巧 の 宗教 」 で ある。また 、前者が 切羽詰 ま っ て

「
救済や利益 」 を求め た の

に対 して、後者 には好奇心旺 盛な 「遊 び志 向」 が ある 。 また、前者が
「禁欲的な生活規範」 を

課 した の に対 して、後 者は
「心理 的な解放感」 を与 える。また、前者 には親族、姻族、友人関

係な ど の
「
人間関係 の 延長性 」 が あ っ た の に 対 して 、後者に は

「
個 人主義」 に よる宗教 の 選択

が 影響 して い ると思わ れる 。 自己 の 思想や イデ オ ロ ギ
ー

で は な く、好 みや フ ィ
ーリン グに よる

個 人主義で ある。

　 「新 ・新宗教 」 の なか で と くに 目立 つ もの は 、崇教真光 （現 在 の 公称信者数、約 80万 入、以

下同様）、 真如苑 （約 70万 人）、 大山祇命神示教会 （約 85万人 ）、幸福 の 科学 （約 150万人）など

で ある。い ずれ も若者 の 信者 を数 多く集めて い る こ とか ら、背景に は超能力や オ カ ル ト、 ミス

テ リー ・ブーム など の 意識 の 呪術化現象や 神秘化現象 の ある こ とが うか が え る ，

　既成教団化 した 巨大
「
新宗教」 で ある、創価学会 （信者世帯数、約 800万）や 立正佼成会 （同

じく約 210万）などは、高度経済成長期 の 昭和 30年代か ら40年 代に教義 と組織の 合理化 を図 り、

呪術色 を
一

掃 して、信者数 も20年来安定 し成熟 した教団に な っ て い る。「新 ・新宗教 」 も永続す

るため には 、同様の 傾 向を示すだ ろう。 現代の 「宗教 ブーム 」 もブ
ー

ム で ある限 り 、 時代社会

の 状況 と宗教教 団独 自の ライフ ・サ イ クル との 関連で 、い ずれは鎮静化す る と考 えられる。

　家族 と宗教に関す る研 究で 多くの 業績が あ る 日本の 代表的な社会学者森 岡清美は、日本の 家

族 と宗教の ス タ イ ル の類似性に 注 目して、家が 宗教性 をもっ て きた こ とを強調 して い る 。 森 岡

清 美に よれ ば 、第三 次 ブー
ム の 主な要 因は次の とお りで ある 。 経済的 ・社会的 な変化が従来 の

家や 地域共同社会の 両 方 を伝統 的 なあ り方で は な くして い き、都市 に流入 した数 多 くの 宗教 的

浮 動層が 、 家や地域共 同体 に代わ っ て 自分 の 全 人格 を受け とめ て くれ る、人 間的接触の ある共

同体 を求め る 。 制度宗教 で はな く組織宗教で ある
「新宗教 」 が、人 々 の 欲求に応 えた の である 。

社会変動論的観点か らすれば、最 も説得 力の ある要因の 規定で ある 。

　 また 、こ の 30年間な い し20年間に、既 成宗教離れ か ら コ ミュ ニ テ ィ 回復志向やセ ル フ ・アイ

デ ン テ ィ テ ィ 回復志 向、さ らに文 化宗教の 顕在化が 見 られ る と、森岡清美は指摘 して い る 。 伝

統的 な仏教や 神道 など は 、家制度や 地域共同体 と分 か ち難 く結ばれ て い た。 しか し、都市化 に

よる核家族化 は既 成宗教 の 社会的な基 盤 を崩壊 させ て い っ た 。

「
そ の 結果、既成 の 宗教の い わ ば

底に あ っ た文 化宗教が 露呈 し、また個 人宗教 が 広範 に 出現 し、さ らに組 織宗教 の 活動 分 野 も広
　 　 　 　 　 　 11）

ま っ た と い え る」 と、述 べ て い る。

　 文化宗教 とは、宗教的な起源 をもつ 慣習や 民俗行 事 と して の 宗教 的慣行 へ の 直接的 ・間接的

関わ りとい う程 度の 、文化的宗教性 をもつ もの である 。 個人宗教 とは、知識や教養 として の 宗

教で ある。組織宗教 は既成 ・新興 を問 わな い が、結 社性 の 強 い 精神 共 同体 で あ る
「
新宗教 」 に

あて はまる。 ア メ リカ の 宗教社会学者 グ ロ ッ ク が指摘す る、
「

コ ン フ ォ
ー ト・ア ン ド

・チャ レ ン

ジ 」 の 機能を果た して い る教団的基礎 をも っ た 宗教 で あ る。
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　現代 人における宗教 に つ い て 、森 岡清美は次 の よ うに 述べ て い る。「人間関係 回復 の 道、人 間

関係調整 の 道、ある い は 生 きる 目標 の 再発 見、生 きが い をもう
一

度新 しく見 い 出す こ と。一言

で い えば、生 きる意義 を集団活動の 中で実現 して い くこ とが求め られ て い る。……自分 の 生 活

を統
一

的に 把握 し、自己確認、自己確証 を自ら確立 して い くた め 、現代 の 宗教の 個 人 に対する
　 　 　 　 　 ユ2〕

役割は大 きレ  」

　現代の 「宗教ブー
ム 」 や

「
宗教回帰 」 に つ い て 、若者の 現世利益的 な宗教行動 に注 目 して き

たが、森 岡清美は高齢化社会 に お ける
「宗教 回帰」 に 注 目し て い る 。

　 日本社会 の 現状分 析を家族生 活の 側面か ら試み た場合、そ こ に 重要 な変化 を要約す る新 しい

視点 として 私秘化 （privatization ）を提起 して い る 。 私秘化 と は 、「よ り小 さな単位 の 私 生活 が 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 13）

充足的な価値 を中心 とし て
一
層確保 さ れ る傾 向で あ る」 と 、

い う。 私秘化の 側面 と して、法 と

行政、配偶者の 選択、家族構成 、 家族機能、先祖祭祀 を挙げて い る。現代 の
「
宗教回帰 」 は、

核家族化 に よる死後観や先祖観の 変化 を背景 として、ア イデ ン テ ィ テ ィ を求め る主婦層や高齢

者層が、先祖祭祀 の 私 秘性 を強め る形 で先祖祭祀 を活発 に復活させ て い る とこ ろ に も原因が あ

る 。

　
「
イ エ の 直系的 な先祖に 対する祭祀 は衰退 したが、他面 で 、夫方妻方の 物故近親 を祀 る双 系

的な先祖祭祀 が 登場 して い る 。 顔 も知 らな い 遠 い イエ の 先祖 を祀 る よ りは 、 懐か しい 物故近親

を祀 る とい う、祭祀対象の 質的変化が 認め られ る の で あ る 。 こ れ と関連 して 、祭祀機能 の 変化

が指摘 されなけれ ば ならな い 。か つ て イエ の 先祖祭 祀 の 時代 に は、イエ の 社会的地位 の 正 当化

とか、職業 へ の 精励 の た め の 動機づ け と か 、一族 の 団結強化 とか の 、公共的意義 をもち うる機

能が 卓越 した が、今 日の 祭祀 の 中心は物故近親 との 心的交流 とか追憶 とい っ た私 的機能に移 っ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 14）

て い る 。 つ ま り、先祖祭祀の 私秘化で ある 」 と 。

　現 代 の 社会 にお い て 、 先祖祭祀 は家父長家族の 直系 を永続 させ る公 的な もの か ら、死者の 追

憶や慰霊の み ならず、親 しく死者 との 交流 を行 い 、また残 された者の 精神的不安 と緊張 の 解消

を行 う、極め て私 的 な もの とな っ た 。 1970年代以降、中年主婦層を中心 に して 先祖祭祀や法事・

墓参 りなど の 葬送儀礼が 活発 化 し て い る と い う調査結果が ある 。 また、高齢者の 仏壇保持率の

高さ 、 と くに未亡人 の 場合 の 高さが現 代の 傾向である とい う調査結果 もある 。

　
『現代 日本 人の 意識構造 』 に よると、神仏へ の 信仰心 は 高齢者ほ ど割合が高 くな る 。

「
神仏の

い ずれ か、または両方を信仰 して い る人 」 の 割合 を年層別で比 較する と、1973年の 場合 は、60

代前半 58％、60代後半 61％、70代前半 59％で ある 。 1988年の 場合は、60代前半61％、60代後半

67％、70代前 半65％で ある 。 15年間で い ずれ も数 ％高 い 割合 に な っ て い る 。 高齢化社会 にお け

る
「
宗教回帰 」 に 、 間接的では あるが 添 っ た調査結果で ある 。 因に、1973年 か ら 1988年の 15年

間で、 「神仏の い ずれか 、また は両方を信仰 して い る人 」の 割合 は、10代後半か ら30代前半では

高 く、30代 後半 か ら50代前半 で は 低 くな っ て い る 。
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　紹介 した 宗教社会学者西 山茂 の
「新宗教 J や

「新 ・新宗教 」 の とらえ方は 、 時代社会論をベ

ース に した宗教教団の運動論の研 究か ら導か れ て い る、また 、家族社会学者で あ り宗教社会学

者で もある森岡清美の場合は、社会変動 論 をべ 一
ス に して、家との 関連 で 宗教現 象が分 析 され

て い る。

　
「
宗教 ブ

ー
ム 」 や 「宗教回帰 」 の 宗教社会学的分析 として は、宗教 と社会変動の 関係、つ ま

り宗教現象を社会構造にで き るだ け還 元 して分 析する こ とが重要で ある 。 同時に、宗教現象の

社会構造に 還元 しが た い 宗教性や 思想性 を、日本人 の 宗教意識や 集合的心性 との 関連 で とらえ

る こ と も重 要で ある 。 宗教が社会 に 影響 を与 える側面 を把握す るため に も。 した が っ て 、宗教

独 自の 自律的で社会 には容易に還 元不可能 な、 「新宗教 」 や
「新 ・新宗教 」 の 宗教性や 思想性 、

つ ま り宇宙観や救済観の 分析が 必要で ある 。 宗教社会 学者 ら （対 馬路人 ・
西 山茂

・島薗進 ・白
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 15〕

水寛子 ）に よる研 究 （
「
新宗教にお け る生命主義的救済観 」）は、

「
新宗教 j の 信者 お よび 日本人

一
般 の 宗教意識を とらえる上で も画期的なもの で あ っ た 。

　 こ の研究 は、黒 住教、金光教、天理教、大本、霊友会、生長の 家、立 正佼成会、 PL 教団、

創価学会、世界救世教、天 照皇大神宮教 を対象に して い る。こ れ らの
「
新宗教」 の教義は、多

種 多様 な表現形態 をと りなが らも、基本 的には
「生命主義的救済観 」 と して まとめ られ て い る。

　以上 の
「
新宗教」 の 教義の 共通性 をま とめ る と次の とお りで ある 。 （

一
）宇宙の 本体 一 「宇宙 ・

世界そ の もの をけ っ して衰滅す る こ との な い 豊饒な産出力に満 ちあふ れ た
一個 の 生命体、

『生 き

もの 』 とみ る。」 口 宗教的根源 者
一 「普遍的な救済者の 性格 をも っ た か な り明確な宗教的根 源

者の 概念 をもち、そ れ を教えの 中核 に お い て い る 。 」 ⇔ 人 間の 本性 一 「
人間 も宇宙の なか に存

在する万物 の
一

員で あ り、他の 存在 と同様、根源的生 命に よ っ て産み 出され、育 まれて い る。

したが っ て 、 人 間の 内部 には根源 的生命 の 力が働い て い る 。 」 四 生 と死
一 「

現実 の 世 界 に お け

る生命 の 充実 ・開花に積極的 ・救済的な意義が 与 えられ る の とは 対照的に 、死後の 世 界で の 救

済に対 する関心は うす い 。」   悪 と罪 一 「宇宙が活力 に満 ちあふ れ て い て全体が調和 して い る

状態が 善 ととらえられ て い る の に 対 し、生 命の 否定、つ まり宇宙や 万物 が い きい きした 活力や

調和 を失い 、そ の 生成力 、 化育力が衰弱し 、 根源 的生命の 発現 、湧出 、 開花が 阻害されて い る

ような事態が悪 で あ り罪の 状態で ある 。 」 因 救済方法
一 「

宇宙の 根源的生 命 との 不調和 に よ っ

て もた らされ る悪 の 状態か ら脱却 し、 調和 を回復する こ とで ある 。 悪 の 根本原因で ある とこ ろ

の 我欲や我執 を放棄 し、生命の 恩 恵に対する感謝の 心 を回復する こ とで ある。 日常生活 に お け

る倫理 実践 の 徳目が そ の 中心 に な っ て い る 。 」 （t ）救済状態
一 「

人 間が根 源的生命の もとに 立 ち

か え り、それ との 絆 を回復 し、それ に よっ て 自らその 豊饒性や 活力 を湧現 し 、 神人合
一

もしく

は神 人和楽の 境 地 の うち に 、 生命力の 充溢 した 、 喜悦 に 満 ちた生 活 を送 る こ とで ある 。 」囚 教祖

一 「新 しい 真理 の 啓示者、ある い は信仰上の 指導者で ある に と どまらず、『生 き神』 とみ な され

て い る 。

『生 き神 』は 、 お の お の
、 神が か りや 神秘的合

一
の ような特殊 な宗教体験 を通 して、根

源 的生命 を自己の 体 内に宿 し、 自分は普遍的救済をめ ざす神意 を啓示す る使命 と能力を付与 さ
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れた 唯一
の 人間で ある と主張す る。」

　万物 を生み生か し続けて い る根源的生命 と の調和的関係が得 られ れば 、 人間生命の 全面的 な

開花 と拡充は実現 され る 。 言 い 換 えれ ば、生命 の 価値 の 普遍化 に よ っ て 、人間生命 の 全面的な

開花 と拡充は、現実の 生活にお い て実現 されね ば な らな い 神聖 な任務 に なる 。 した が っ て、神

は超越 的な創造神で はな く、根源的生命 におい て万物 は つ なが っ て い る。こ こ に現世 利益 的 な

「新宗教」 の 根本原理が ある。仏教の 彼岸志向的な い し解脱的救済論の 現世悲観主義や、キ リ

ス ト教 な ど の 終末論 の 現世禁欲主義と は著 し い 対照 を示 して い る 。

　宗教社会学者らの こ の 研 究にお い て は 、

「
新宗教 」 の 社会 的・文化 的背景につ い て、次の五 っ

の 観点 を挙 げて い る。の 農耕社会 の 文化的伝統、e）民俗宗教の 基盤 、  葬祭仏教 と の 分業、四

伝統的権 威か らの解放、CiO故郷喪失 と増殖感覚、で ある。

　日本の 民衆 の 宗教意識 の 根底 には、農耕文 化の 中心 とな る豊饒 の観念が ある。また 、「新宗教 」

の 教祖 た ちは、伝統 的な既成宗教 の 仏教や神道 にあ まり影響 を受 けず、む しろ シ ャ
ーマ ニ ズ ム

的民俗宗教の 活動か ら信仰 を深め て い る 。 また 、葬祭 との 関わ りの うす い 民俗宗教 をべ 一
ス に

して い るため に、仏教が死者の供養 と死後 の 救済に関わ るの に対 して、
「
新宗教 」は もっ ぱら生

の 問題 に 関心 を寄せ る 。 したが っ て 、家制度や 儒教道徳 など に 抑圧 され た 女性や若者に 、 近代

化過程 にお ける 自由や 平等と伝統的権威か らの 解放 を訴え、故郷 を失 っ た人々 に新 た な希望 と

精神的共同体 を提供 する。

「新宗教 」の 教祖 に は、抑圧 され た女性や 中下層の 庶 民が 多い
。 また、

教団 の 大組織 へ の 発 展は増殖 の 感覚 を与え、組織内の 地位の 向上 が 生 きが い を形成す る こ とに

な る 。

　1970年代以降に隆盛す る、崇教真光、真如苑 、大山 祇命神示教会、幸福の 科学な どの
「新 ・

新宗教」 も、教義的は
「
新宗教」 と基本的に は同 じで ある。た だ

、 既 に述べ た ように、「新・新

宗教」 には心身の 浄化に よる安心立命の み な らず、神秘 的体験の 獲得や超能力の 開発 が強調 さ

れて い る。「新宗教 」 も勃興 当初 は呪術的傾向 をもっ て い たが、「新 ・新宗教」 で は宗教性 より

も呪術性に若者が 強 い 関心 を寄せ 続けて い る特徴が あ る 。

　近代お よび現代 H本の 四度の
「
宗教ブー

ム 」 は、現世利益 を求め る
「新宗教 」 や 、基本的教

えを同 じ くする
「
新

・新宗教」 の 勃興 と隆盛に よ っ て特徴づ けられ る 。 第
一

次ブーム と第三 次

ブ
ー

ム の 時代は、日本社会の 大転換 の 時代で あ り、時代社会へ の 対応 に大混乱 が み られ るほ ど、

ドラス テ ィ ッ クな近代化が 進展 して い る。第二 次ブーム と第四次ブ ー
ム の 時代 は、政治的 ・経

済的な閉塞状 況 に あ っ て 、近代化 の 潜在的な質的変化が 進行 して お り、時代社会 を打 開すべ く

新 たな対応が糢 索 されて い る 。

　日本の 「宗教 ブーム 」 の 場合、日本人 の 宗教意識や集合的心性 の 多様な重層構造 の 基底的な

部分、つ ま り、ア ニ ミズ ム （自然崇拝 的世界観 。 身体 と分離可能 な霊魂の 観念 を、広 く自然世

界 に も認 め 、万 物の 霊的存在 に対す る信仰を形成する 。 ）や シ ャ
ー

マ ニ ズ ム （神や 精霊 など超 自
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然的存在 と直接的に交流 し、そ の 力能の 意識的 な駆使に よ る病気治療、託 宣、予言 を行 うシ ャ

ーマ ン の 活動、お よび その信仰 と儀礼で ある。シ ャ
ーマ ン は 脱魂 ・忘我技術 を身に つ けた 呪術

的宗教家で ある 。 ）、ある い は、中層的な部分 と い われ る民俗宗教 （初詣 ・彼岸 ・盆 ・祭 りな ど

の 年中行事や 、 出産 ・成 人式 ・結婚 ・年祝 い な ど の 人生儀式、病気 ・
天 災など の 災厄 の 時の ま

じな い
、 心身鍛練の ため の 霊山登 拝など 、 生活慣行 と して の 宗教 。 ）など の 復活す る傾向が ある 。

ア ニ ミズ ム をべ 一ス とする神道、さらに世 界宗教 として の 思想的な観念体 系をもつ 仏教や キ リ

ス ト教が、 日本人 の 宗教意識 の 上層部 を形 成 して い る。

　宗教学者の 門脇佳吉は、日本人 の 深層心理 の 基底で ある原始的心性 として、大 自然の もつ
「豊

穣 の 霊力」 に対す る信仰 と、大自然の 圧 倒的暴威の 人格化で ある
「
たた り神 」 に 対す る信仰 を

　 　 　 　 17）

あげ て い る 。　「豊穣 の 霊力」 信仰は
「
大地 母神的 自然 」 信仰へ

、

「た た り神」 信仰は
「怨霊」 信

仰 へ 、それぞれ変化 して い く。 母性的宗教や父性的宗教 、原恩の 観念 と原罪の 観 念、おか げの

観念 とたた りの 観念 など、日本的な二 元 的宗教意識を論 じる こ ともで きる と思わ れ る 。 前者に

ウ エ イ トの ある と こ ろが 日本的特殊性で ある とい えるだ ろ う。

　 また、宗教学者の 柳川啓一
は、 日本人の 基底的 な宗教 意識 として、シ ャ

ー
マ ニ ズ ム と祖先崇

　 　 　 　 　 　 　 18）

拝 に 注 目して い る 。 古代の 卑弥呼か ら戦前 の 天皇まで 、また
「
新宗教 」 の 教祖 も、シ ャ

ー
マ ン

の
一

形態で ある と 。 仏教は 元来、 出家に よ っ て 自らが 悟り仏 陀 とな る こ とを説 く宗教で 、 家や

祖先崇拝は否定 され るべ きで ある。しか し日本 では、祖先崇拝は仏教 と結 びつ い て 日本人の 中

心 的 な宗教生活 を形成 して き た。 い ずれ も、古来 日 本独 自の もの と外 来 の もの との 融合 に よる

と考 えられ るが 、そこ に 日本人の 宗教意識の 固有性を指摘 して い る 。

　
「
新宗教 」 の

「生命主義的救済観 」 や 、
「新 ・新宗教」 の 神秘的 ・

呪術 的性格な どは、 日本人

の 宗教意識 の 基底的 な部分 に根 をもっ て い る。それ は 日本人の 集合 的心性、ある い は さ らに集

合 的無意識 ともい うべ き情念や感性 の 顕在 化で あ る 。 情念や 感性は理 性や 知性 よ りは るか に保

守的か つ 本源的で ある。近代化や合理主義化 に よっ て疎外 され抑圧 された 部分で ある情念や感

性 が、その 存在 を示 すこ とに よ っ て 、 日本人 の 深 層心 理 的 バ ラ ン ス を回復す る とい うこ とが で

きる 。

　世 俗化論で い う、近代化 に伴 う伝統的な宗教の 諸 々 の 社会的機能 の 衰退 と 、 宗教の 内面的倫

理 化に よる個人化 ・私 化は、現 代の 多様化 し多元化 した宗教現象を考 える と、日本に お い て も

基本的には妥当 して い る。た だ 、宗教 を、超 自然的で 超経験的な存在 に対す る、また俗か ら峻

別され た聖 なる もの に 対す る 、観 念 ・態度 ・行事 の 体 系 で ある と定義すれば、ある い は、世界

と人間 に関係す る統一的で究極的 な意味の体系 として定義すれば 、近代化 に よ っ て宗教が世 俗

化す る の に 並 行 して 、世俗化 との 相互 連 関に よ っ て、宗教は個人 に お い て の み ならず （「見 えな

い 宗教 」〉社会 にお い て も神秘化 （
「
見える宗教．・ある い は 虚無化す る可能性 を強 く秘め て い る。

　人間は 世界 と自己 と人生 に 対する統
一

的な意味 づ 1ナ 「
自分 は何者な の か 。 自分 の 生 と死の 意

一
」3 一
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味 は。 どの ように生 きて い けば よい か）を求めずに は 生 きて ゆ けな い 存在で あるか ら 、 世俗化

に よ っ て 意味づ けが 弱体 化すれ ば 、 誰 かが、ある い は 自己 自らが それ を補強 しなければならな

い 。つ ま り、宗教の 世俗化 と神秘化ある い は再聖化 は、切 り離す こ とが で きな い
。 それ は 宗教

現象 の 表裏 をなす もの で 、近代化 に伴 う世俗化の 進行に つ れて、神秘化や再聖化が 時に社会現

象 として顕現する 。 近代 および現代の 四度の 「宗教 ブー
ム 」 はそ れ を示 して い る と思われ る。

自己 自ら 、 ただ
一

人 で情熱的な信仰や 虚無的な諦観 を得 るこ との 厳 しさを考 えれば なお さ ら で

ある 。

「煽 る宗教 」 （意識の 変革か ら社会 の 変革をめ ざす宗教〉と 「鎮め る宗教 」 （ひ たすら自足

や 諦観 を説 く宗教）の 対照 性 こ そ、 日本人の 宗教意識の 振幅 を物語 っ て い る の で はある まい か 。

　世俗化 と、神秘化や再聖化で ある
「
宗教回帰」 を 、

ロ ン グ ・レ ン ジ なパ ース ペ クティ ブ で方

向づ けて い る の が、ア メ リカの 社会学者 ベ ル （Daniel　Bell，1919〜）で ある。彼は 200年来の 世

俗化 を、社会的 には宗教 と政治 の 分 離に よ る伝統的な宗教の 社会 的機能の 衰退 と とらえ 、 文化

的に は
「偉大 なる冒漬」 ともい うべ きモ ダ ニ テ ィ と して とらえて い る 。 モ ダニ テ ィ は次の 三 つ

の 事柄の 相互 関連性 で あ る 。

厂
（→政治や 経済 の 分 野で の 急進的個人主義の 思想や 、文化 の領域 に

お ける無制限の 自我 と い う観念の 台頭。（⇒衝動 の 抑制、
こ とに悪霊 を取 り扱 う分 野で の それ が、

宗教か ら表現的な芸術 （文学 ・詩 ・音楽 ・絵画）へ 移行 。 （三）天国や地獄の 信仰が薄れ、死 後の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 19）

世界が 空虚で ある とする不安。ニ ヒ リズ ム の 意識 の 台頭 。 」

　ベ ル の 論旨は 次 の とお りで あ る 。 西洋に お け る伝統的な宗教の 呪縛 を断ち切 るため の 代替可

能 な対応 （文化装置）と して、合理主義 ・唯美主義 ・実存主義 ・市民的宗教 （市民的倫理観 な

ど）・政 治 的宗教 （政治 的イデ オ ロ ギ
ー

な ど）が 形成 されて きた 。それ らは世俗化 の 思想 で あ り、

文化で ある。 しか し、文化 の 中核で ある宗教は理性 で は な く神秘的な もの に依拠 して お り 、 文

化は い つ で も、人間の 実存的問題 へ の 回帰 を くりか えす。文化 とは、「
実存の 意識 をもっ 際、あ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2e）

らゆ る人間集団が直面す る核心的 な問題 に対す る知覚ある人間の 反応様 式」 で あり、宗教 とは、

「人間が 世界の 中へ 投げ 出され て ある が た め の 、人間 の 苦境 （ヤ ス パ ー
ス の い う限界状況） に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 21＞

対する 、 どの 人間集団も直面する実存的問 い か けに対 する
一

連の 回答で ある。」こ の
一

連 の 回答

と は、聖典 の 編集 と儀式 の 祝典、それ らを継続 させ る組織 の 樹立 で あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 22）

　
「
科学が 自然 の 統

一
性 の 探究で あ るならば、宗教 は文化の 統一性の 探究で ある 。 」 新 しい 宗教

（「宗教 回帰」）の 可能性 として 、ベ ル は次の 三 つ を挙げて い る。（一）モ ダ ニ テ ィ へ の 反発 と して

の 、単純 な敬神 や良心的 自己抑制 の
「道徳的宗教」。仁）モ ダ ニ テ ィ の過剰か らの 退却、お よ び 公

的領域 に お ける私的領域 の 給養機能の 復活 を求め る 「贖 い の 宗教」。口 思 想 とい う神話や神秘的

形式へ の 回帰 、
つ ま り実存的な苦境の 再発 へ の 回帰で ある

「
象徴主義の 宗教 」、ある い は

「
神話

的思考 の 宗教 」。ベ ル にお い て、宗教は文化で ある とい う観点か ら、宗教が 広 く深 くとらえ直 さ

れて い る 。 そ して、今 日 まで の 宗教社会学的研 究の 弱点が指摘 され て い る 。 したが っ て 、近代

お よび現 代 日本にお ける、文化論的な視点 に よる、社会科学的な宗教現象の 研 究は重要で あ り、
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寺 林 ：宗教 回 帰に つ い て

大 きな課題で あるこ とを指摘 した い
。

　既 に述べ た、「新 ・新宗教 」 の特徴で ある
「
技巧 の 宗教 」

・「
遊び志向」

・「心理 的解放 」
・「個 入

主義 」 な ど、
一般的文 化現 象 と見れ ば表層的で あ り、第四次ブーム も単 な る若者文 化 の 狂 騒 で

ある と い えな くな い 。本物 の 宗教が だ め に なる と擬似的宗教が流行 る とい う現象なの か もしれ

な い 。 そこ で、世俗化論で い う宗教の 内面的倫理 化で ある個 人化 ・私化 の 実態 を、い か に とら

えるか が重要で ある 。 大衆文 化や若者文化や 世代 と宗教の 関係は 興味 あるテ
ー

マ で ある 。 また、

世 界 と人間 の 統
一的 な意味 づ けを提供 する、神秘的 ・呪術的な宗教が テ ク ニ ッ クや教義、組織

を合理化 し、「見 える宗教 」 と して隆盛 を続け る こ とは十分 考 え られ る。 ともあれ、第四次ブ ー

ム の 要因 は 錯綜 して い るが 、森岡清美 の い う 「文化宗教 」
・「個人宗教 」

・「
組 織宗教」 の 多様で

多元 的 な展開に よ っ て、現代 の 宗教は現代人の 人間的実存へ の 回帰 に応え て い る と思われ る 。

また、ニ ュ
ー

サ イ エ ン ス 、精神医学、心理 学、文化人類学、生物学系 自然科学 などの 、宗教現

象に対する関心の 高さは 、第四次ブーム の 「宗教回帰 」 の
一

面で あ り、ブー
ム に触発 され て も

い る 。 宗教 と科学 の 接近や 相互 依存の 認識 こ そ 、 今 日 の 最 も良質的な 「宗教 回帰」 と い える だ

ろ う。

　最後 に 、

「新宗教 」 や 「新・新宗教 」 に 注 目し て きた 根拠 を ひ とつ 示 してお きた い 。文化庁編

の 『宗教年鑑 』 （平成元年版）に よ る と、 全国社寺教会等宗教団体の 信者総数は 、217，7eo，643

人で ある。 日本の 人 口 （約 1億 2 千万 人） をは るか に 超 える。信 者数 は宗教教団の 届 け出に よ

る公 称信者数で 、含 みが 多く実数は と らえ難 い 。また 、宗教法人総数 は 183，445、宗教団体 総数

は 230，128を数える 。

　 『 日本人の 国民性 』 に よる と、
「
信仰 とか信 心 を もっ て い る人 」 は 1988年で 31％で ある 。 こ れ

か ら推測 して 日本 の 信者総数 を換算す る と、約 3
，
700万 人 に な る 。

「
新 ・新宗教」 を含む

「新宗

教 」の 公称信者数 は約5，000万 人 。 実際 はそ の 三分 の
一

ぐら い で ある とい う説に従 うと、約 1，650

万 人に な る。信 者総数 の 約 45％が 「新宗教 」 の 信者で あ る と推定で きる 。 こ れは非常な重み を

もつ 信者数 で ある と思 われ る。
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